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小
野
蘭
山
自
筆
稿
本

『伊
呂
波
別
動
植
物
名
彙
」
に
つ
い
て

方
言
資
料
と
し
て
の
価
値

ー

二

階

堂

整

一
、

は

じ

め

に

武
田
科
学
振
興
財
団

の
杏
雨
書
屋
蔵
書

の
中

に
、
『
伊
呂
波
別
動
植
物
名
彙
』

と
題
さ
れ
た
資
料

が
あ
る
。
目
録

に
よ
れ
ば
、
小
野
蘭
山
自
筆

稿
本

と
み
な
さ

れ

る
も

の
で
、
全
十

冊
の
資
料
中

に
、
多
量

の
動
植
物

の
名
称
が
収
録

さ
れ

て

い
る
。
小
野
蘭
山

の
著
作

に
は
、
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
と

い
う
大
著
が
あ
る
が
、
こ
の

『
伊
呂
波
別
動
植
物
名
彙
』
に
は
、
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
未
収
録

の
多
量

の
方
言

語
彙
が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。
さ
ら

に
、
本
書

の
内
容

を
細
か

く
検
討
す

る

こ
と

に
よ
り
、
『本
草
綱
目
啓
蒙
』
編
纂

の
過
程
も
明
ら
か
に
な

っ
て
く

る
の

で
あ
る
。

本

稿

で
は
、
今

ま

で
あ
ま
り
言
及

さ
れ

る
こ
と

の
な

か

っ
た
と
思

わ
れ

る

『伊

呂
波
別
動
植
物
名
彙
』

の
紹
介
と
そ

の
価
値

に

つ
い
て
、
述

べ
て
い
き

た

い
と
思

う
。

二
、

注
④

近
世

の
方
言
資
料

・
本
草
書

近
世

の
方
言
資
料
と

し
て
、
よ
く
引
か
れ
る
も

の
に

『
物
類
称
呼
』
が
あ
る
。

安
永

四
年

(
一
七
七
五
)
、
越
谷
吾
山

に
よ

っ
て
編

ま
れ

た
、
近
世
唯

一
の
全

国
方

言
集

で
、
約

四
千
語

の
方
言
語
彙
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

大

田
栄
太
郎
氏

に
よ
れ
ば
、
語
彙
収
録

に
あ
た
り
、
多
く

の
本
草
書
か
ら

の

引

用
が
み
ら
れ

る
と

い
う
。

こ
れ

は
、
当
時
、
本
草
研
究
が
盛
ん
だ

っ
た

こ
と

に
よ
る
も

の
で
、
多
く

の

本
草
書

の
中

に
方
言
語
彙
が
収
録
さ
れ

て
い
た

こ
と
を
示
す
。

本
草
学

は
、
近
世

に
な
り
、
急
激

に
発
展
し
た
学
問

で
あ
る
が
、

そ

の
き

っ

か

け
は
、

一
七
世
紀
前
半
、
明

の
李
時

珍

の

『
本
草

綱
目
』
を
輸
入
し
た

こ
と

に
あ

る
。

そ
の
後
、
い
く

つ
か

の
本
草
書

が
刊
行

さ
れ
る
が
、
宝
永
五
年

(
一
七
○
九
)

に
、
貝
原
益
軒

の

『
大
和
本

草
』
が
出

さ
れ
、
日
本

の
本
草
学

の
樹
立

に
至

る
。

延
享
四
年

(
一
七

四
五
)

に
は
、
稲
生
若
水

の
仕
事
を
引
き
継

い
だ
丹
羽
正

伯

に
よ

っ
て
、
千

五
十

四
巻

の
大
著

『
庶
物
類
纂
』

が
完
成
す

る
。
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文
化

・
芸
術

の
発

展
の
中

で
、
「
薬
品
会
」
と
い

っ
た
博
覧
会
も
行
わ
れ
、
多

く

の
本
草

書
が
出
版

さ
れ
、
近
世

の
本
草
研
究
は
、

い
よ

い
よ
興
隆
を
き
わ
め

る
。

そ
し

て
、

そ
の
中

で
、

日
本

の
本
草
学
を
集
大
成
し
た
小
野
蘭
山

が
登
場

す
る
の
で
あ
る
。

三
、
小
野
蘭
山
と

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』

小
野
蘭
山

は
、
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』

(以
下
、
『
啓
蒙
』
と
略
す
)
を
著

わ
し

た

こ
と

で
有
名

で
あ
る
が
、

こ
の

『啓
蒙
」

に

つ
い
て
は
、
杉
本
氏

の
研
究

に
詳

注
⑨

し

い
。
杉
本
氏

に
よ
れ
ば
、
「本
書

は
、
江
戸
時
代
最
大

の
全
国
方
言
辞
典
と

い
わ
れ

る

「
物
類
称
呼
」
と
比
較

し

て
も
抜
群

に
方
言
が
多

い
し

(参
考
文
献
中

に

「
物

類
称
呼
」
は
ほ
と
ん
ど
用
い

て
い
な

い
よ
う

で
あ

る
。
)
し
か
も
文
字
ど
お
り
北

は
北
海
道
よ
り
南

は
琉
球

ま
で
と
、
全
国
方
言
を
網
羅
し

て
す
ば
ら
し

い
景
観

で
あ
る
。
多
少
整

理
不
行
届

の
と

こ
ろ
も
あ

っ
て
、
同
じ

〈
筑
前
〉
な
ど
が
、

分

か
れ

て
別

々
に
収
載

さ
れ

て
は
い
る
が
、
と
も
か
く
驚
く
ほ
ど

の
語
彙

で
あ

る
。
植
物
採
集
と
同
じ
く
、
方
言
や
語
彙

の
採
集
も
ど
ん
な

に
時

間
と
苦
労

の

か
か
る
こ
と

か
。
体
験
し
た
も

の
の
み
が
知
る
苦
闘
な

の
だ
。
ま
し

て
、
本
書

が

「物
類
称
呼
」
を

〈原
拠
と
し

て
補
訂
を
加
え
た
も

の
か
と
思
ふ
〉
(東
條
操

解
説
)

と
い
う
見
解

は
、
本
末
転
倒
と

い

っ
て
も

い
い
く
ら

い
で
、
江
戸
時

代

の
本

草
学

と
方

言
研
究

の
関
連
を
無

視
し

た
考

察
と
も

評
す

る
こ
と
が

で
き

る
。
」

と
の
こ
と

で
あ
る
。

と

こ
ろ
が
、
『
伊
呂
波
別
動
植
物
名
彙
』
の
内
容
を
検
討
し

て
み
る
と
、
ど
う

も
、
蘭
山
は
、
『
物
類
称
呼
』
を
引
用
し
た
と
考

え
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
記
述

が
み
ら
れ

る
の
で
あ
る

(後
述
)
。

そ

こ
で
ま
ず
、
蘭

山

の
略
歴
と

『
啓
蒙
』

に

つ
い

て
ふ
れ

て
み
た
い
。

小
野
蘭

山

(
一
七

二
九
～

一
八

一
〇
)

は
、
享
保

一
四
年
、
京
都

に
生

ま
れ

る
。
松

岡
玄
達

に
師
事

し
て
、
本
草
学

を
学

び
、
後
、
住
居
を
京
都
河
原

町
に

定

め
、

「衆
芳
軒
」

と
名
づ
け
、

弟
子
を
集
め
、

本
草
学

を
講
義

し
た

(
こ
の

「衆
芳
軒
」
の
名
が
、
『伊

呂
波
別
動
植
物
名
彙
』
を
蘭
山
自
筆
稿
本
と
す

る
証

拠

の

一
つ
と
な

る
が
、
後

に
述

べ
る
)
。

寛
政

一
一
年

(
一
七
九
九
)
、
七

一
歳

の
時
、
幕
府

に
召
さ
れ
、
江
戸

に
出

た
。

彼

は
、
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
弟
子
を
相
手

に
講
義
す

る

(同
時

に
弟
子
か
ら
、

全
国
各
地

の
本
草

の
情
報
を
集
め
た

の
で
は
な

い
か
と
想
像
さ
れ
る
)

一
方
、

幕
府
書
庫

の

『
庶
物
類
纂
』
等

の
文
献
を
参
考

に
本
草
研
究
を
続
け
、
全
国
各

地
を
採
薬
旅
行
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
学
問

の
成
果
が
、
『
啓
蒙
』
と

い
う
形

で
大
成

さ
れ
た
の

で
あ
る
。

『
啓
蒙
』

の
初
版
本

は
、
享

和
三
年

二

八
〇
三
)
～
文

化
三
年

(
一
八
〇

六
)

に
か
け

て
刊
行
、

冊
数
全

四
八
巻
、

二
七

冊
の
大
著

で
あ
る
。

そ
の
後
、

『
重
修
本
草

綱
目
啓
蒙
』
、
ま
た
、
井

口
望
之
が
重
訂
を
加
え
た

『重
訂
本
草
綱

目
啓
蒙
』

が
出
さ
れ

て
い
る
が
、
本
稿

で
は
、
杉
本
氏

が
研
究
対
象
と

さ
れ
た

初
版
本

に

つ
い

て
、
述

べ
て
い
く
。

全
体

の
内
容

は
、
水

(
巻

一
)

・
火

(巻

二
)

・
土

(巻

三
)

・
金
石

(巻

四
～
七
)

・
草

(巻
八
～

一
七
)

・
穀

(巻

一
八
～

二

一
)

・
菜

(巻

二
二
～

二
四
)

・
果

(巻

二
五
～

二
九
)

・
木

(巻

三
〇
～

三
三
)

・
服
器

(巻

三

四
)

・
虫

(巻

三
五
～

三
八
)

・
鱗

(巻

三
九
～

四
〇
)

・
介

(巻

四

一
～

四

二
)

・
禽

(巻

四
三
～

四
五
)

・
獣

(巻

四
六
～

四
七
)

・
人

(巻

四
八
)
と

な

っ
て
お
り
、
博
物
学
的
色
合

い
が
強

い
と

さ
れ

る
。

記
述

の
方
法

に

つ
い
て
は
、
次

の
よ
う

に
整
理

さ
れ

る

(杉
本
氏

に
よ
る
)
。

。
見
出

し
語
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④
和
名

一

(
い
う
ま

で
も
な
く
、
方
言
を

ふ
く
む
)
/
②

〈
一
名
>

n

(出
典

と
し

て
中
国
書

を
あ
げ
る
)
/
⑨
本
文

日
蘭

山

の
説
明

の
部
分
。
/
④

〈
釈
名
〉

/
⑤

〈
集
解
V
/

⑥
主
治
/
d

〈附
方
〉
/
⑨

〈附
録
〉

=
追
加
す

べ
き
も

の

を
あ
げ

る
。

こ
の
う
ち
、

国
語
学
h
、
貴
重
な
も

の
は
、
方
言
語
彙

で
あ

る
が
、
幸

い
、

杉
本
氏

に
よ
り
、
総
語
彙
索
引
が
整
理
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
索
引

で
、

語
彙

の

後

ろ
に
地
名

が
表
示

さ
れ

て
い
る
も

の
の
数

は
、
約
五
千
語
。
総
語
彙
数

が
、

一
万

、
一千
語
あ

ま
り
な

の
で
、
お

よ
そ
、
半
分
近
く
が
方
言
語
彙

と
い
う

こ
と

に
な
る

(
ア
セ
ブ

(播
州

・
豊
前
)
等

の
複
数
地
名
表
記

の
語
も

一
語
と
数

え

た
)
。
収
録

さ
れ
た
方
言

の
地
域
名
も
、
全
国

に
わ
た
り
、
〈
肥
後

・
肥
州

・
東
国

・

江
都

・
仙
台

・
江
戸

・
京

・
勢
州
松
阪

・
播
州
酒
見
北

条

・
琉
球

・
北
国
〉
な

ど
、
広
狭

さ
ま
ざ
ま

で
、
多

い
も

の
は
、

一
つ
の
名
称

に
五
〇
以
上

の
方

言

(巻

四
〇

魚
部
/
杜
父
魚

の
項
)
を
列
挙
し

て
い
る
。

引
用
し

て
あ

る
書
も
、
中
国
書
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
和
名

・
方
言

に
お

い

て
は
、
和
名
砂

・
大
和
本
草

・
万
葉
集

・
詞
花
集
等
、
様

々
で
あ

る
。

こ
こ
で
、
『
啓
蒙
』

の
方
言
記
述

の
例

を
示
す
。

玉
蜀
黍

(穀
部
/
巻

一
九
)

ナ
ン
バ
ン

ナ
ン
バ
ン
キ
ビ

ナ

ン
バ

ン
キ
ビ
播
州

ク

ハ
シ
ン
キ

ビ
同
上

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
東
国

サ

ッ
マ
キ
ビ
備
州

タ
カ
キ
ビ
因
州

コ
ウ
ラ
イ
キ

ビ
讃
州

ト
ウ
キ
ビ

ナ

ン
バ

ン
ト
ウ
ノ
キ
ビ
遠
州

ク

ハ
シ
キ

ビ
越
後

ト
ウ
キ

ミ
奥
州

キ
ミ
南
部

ハ
チ
ボ
ク
勢
州

マ
メ
キ
ビ
越
後

タ

マ
キ
ビ

近

世

の
資
料

に
こ
れ
だ

け
多

く

の
方
苗

語
彙
が
、
収

録
さ
れ

て

い
る

こ
と

は
、
国

語
学
上
、
き

わ
め

て
、
重
要
な

こ
と

で
あ
る
。
だ
が
、

な
ぜ
、
本
草
書

に
こ
れ

だ
け
多
く

の
方
昌
語
彙
か
載
せ
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

筑口
」
か

州

注
④

島
田
氏

に
よ
れ
ば
、

「
中
国
書

に
方
言

に

つ
い
て
の
記
述

を
行

な
う
も

の
が

種

々
あ
る

こ
と
」
や
、
中

国

で
方
言

に

つ
い
て

「問
題
意
識
を
掘
り
起

こ
す
発

言

・
記
述

を
行
な
う
者

が
次
第
に
多

く
な

っ
た
こ
と
」

が
日
本

に
影
響
を
与

え

た
と
さ
れ
る
。

続

け

て

「薬
学

と
し

て
の
本
草

は
人
命

に
関
す

る
学
問
な

の
で
、
言
語

の
相

違

に
よ
り
生
ず

る
誤
解

・
難
解

に
対
し

て
は
早
く

よ
り
注
意
し
、

で
き
る
だ
け

多

く
方
言

を
書

き
添

え
よ
う
と
の
風

が
あ

っ
た
。

ま
た
、

は
も

は
南
方
、

に
し

ん
は
北
方

と
い
う
ふ
う
に
産
物

に
南
北
が
あ

り
、
漢
名

に
対
す
る
邦
品
を
検
討

す

る
さ
い
、
某
地
方

の
産
、
方
言
某

々
た
る
べ
し
と
自
然
方
言
が
登
場
す
る

こ

と
も
多

い
。
地
誌

・
物
産
書

・
地
方
産
動
植
物

の
研
究
書

の
採
薬

記

の
類

に
は

方
言

を
添

え
る
も

の
が
自
然

に
多
く
な

る
。
し
か
し
、
方
言
を
採
集
す
る

の
に

一
番
有
利
な

の
は
、
中
央

に
い
て
、
地
方
よ
り

の
遊
学
者
を
多
く
擁
す
る
碩
学

で
、
小
野
蘭
山
が

そ
の
最
た

る
人

で
あ
る
○

そ
の
著
述

・
口
述
筆
記

に
は

一
般

に
方
言
が
多

い
が
、

こ
と

に
本
草
綱
目
啓
蒙

に
は
方
言

の
記
述
が
き
わ
め

て
多

い
。
蘭
山

に
お
け
る
方
言
研
究
は
好
箇

の
研
究
主
題

で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
。

お

そ
ら
く
、

蘭
山

は
、

地
方
出
身

の
弟
子
か
ら

の
情
報
、

先
学

の
本
草
書

(『
庶
物
類
纂
』
は
全
巻
、
筆
写
し

て
い
る
)
の
利

用
、
自
ら
の
採
薬
旅
行

に
よ

る
収
集
を
通
じ

て
、
多
く

の
方
言

語
彙
を
集

め
て
い

っ
た
と
思

わ
れ

る
。

そ

こ
で
、
そ

の
足
跡
を
う
か
が
う

こ
と
の

で
き
る

『伊
呂
波

別
動
植
物
名
彙
』

に

つ
い
て
、

述

べ
て
い
き
た
い
。

四
、

『伊

呂
波
別
動
植
物
名
彙
』

武

田
科
学
振
興
財
団

の
杏
雨
書
屋
蔵
書
目
録

(臨
川
書
店

昭
57
)
に
は
、

次

の
よ
う
に
記

さ
れ

て
い
る
。
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「伊

呂
波

別
動
植
物
名
彙
」
六
巻

又
別
本

一
巻

又
別
本

一
巻

又
魚
類

一
巻

又
獣
類

一
巻

江
戸

小
野
職
博

(蘭
山
)
著

自
筆
稿
本

「衆
芳
軒

蔵
書
記
」
印

ア
リ

二
秩

一
〇
冊

貴
重

図
書

⑱

貴
重
書

で
あ

る
た
め
、
実
物
を
見
る

こ
と
は

で
き
な
い
が
、
手

元
に
全

10
冊

の
複
写
が
あ
る

の
で
、
そ
れ

に
よ

っ
て
、
内
容

を
述

べ
て
い
く
。

仮

に

一
〇
冊
を
巻

一
～
巻
ト

と
す
る
な
ら
ば
、
巻

一
の
題
籏

は
、
左
右

二

つ

あ
り
、
右
側

は
、

醒
瀦
動
植
物
名
彙
棉

、
左
側
は
、

難
動
植
物
名
彙
小
護
山
稿
一

」

と
記
さ
れ

て
お
り
、

一
丁
表

に

「
衆
芳
軒
蔵
書
記
」
の
印
が
あ
る
。
巻
二
は
、

左
側

に
の
み
、

題
籏

が
あ
り
、

囎

動
植
物
名
彙

二

と
記

さ
れ
、

一
丁
表

に
、
巻

一
と
同
じ
印
が
あ

る
。
巻
六
ま

で
は
、
巻
二
と
同
じ
体
裁

で
、
題
簸

の

数
字

の
み
が
変
わ

る
。
巻

一
～
六
ま

で
、
柱

下
方

に

「衆
芳
軒
蔵
」

と
記

さ
れ

た
用
紙
が
、
各
巻
ご
と
に
数
枚
あ
る
。
巻
七
の
題
籏
は
、
左
に

圏

国

巴

と
あ
り
、
印
は
見
あ
た
ら
な
い
。
巻
八
の
題
籏
は
、
左
に
、
國

馴

閣

劇
口
固
巴

と
あ
り
、
巻
末
に

「衆
芳
軒
蔵
書
記
」
の
印
が
あ
る
。
巻
九

は
、
題
籏
が
左
に
、

麗
動
植
物
名
彙
小
鰭

稿
完

と
あ

り
、
印

は
な

い
。
巻
十

の
題
簸

は
左

に
、

鋸

動
植
物
名
彙
蘭
朧
全

と
あ

り
、

こ
れ
も
印
な
し
。
巻
七

～
十

ま
で
は
、

す

べ
て
柱
下
方

に
、
「
衆
芳
軒
蔵
」
と
記
さ
れ

で
い
る
。

一
丁
あ
た
り
、
約

四
〇

の
語
彙
が
記
さ
れ

て
お
り

(表

1
参
照
)
、
巻
ご
と

の

構
成

は
、

以
下

の
通

り
。

巻

一
～

八
ま
で
は
、
『
啓
蒙
』
の
分
類

で
、
草

・
菜

・
穀

・
果

・
木
部

に
あ
た

る
も

の
が
、
収
め
ら
れ

て
い
る
。
語
は
、
イ

ロ
ハ
順
に
、
大

ざ

っ
ぱ
に
並
び
、

巻

一
、

四
〇
丁
、

イ
～

ト

・
巻
二
、
四
七
丁
、
チ
～

レ

・
巻

三
、

一
七

丁
、

ソ

～

ク

・
巻

四
、
三
二
丁
、

ヤ
～

テ

・
巻
五
、
三
四
丁
、

ア
～

ミ

・
巻
六
、
三

三

丁
、

シ
～

ス
ど
な
る
。
巻

一
～
六
ま

で
に
は
、

主
と
し
て
、
草
部

が
多

い
。
巻

七
は
、
二
六
丁
、
イ
～

シ
で
、
主
と
し

て
、
木
部
を
収
載
。
巻
八
、
六
五
丁
、

イ
～

ス
で
、

巻

一
～

七

ま

で
の
補
遺

に
あ
た

る
ら
し
く
、
草

～
木
部

ま

で
の

様

々
な
語
が
あ
る
。
巻
九
、

四
五
丁
、

イ
～

ス
、
魚
、
介
部
収
録
。
巻
十
、

一

九

丁
、

ト
～

ス
ま
で
、
虫

・
鱗

・
禽

・
獣
部

の
語
彙
を
記
載
す
る
。

こ
の

『伊

呂
波

別
動
植
物
名
彙
』
(
以
下
、
『
伊
呂
波
』
と
略
す
。
)
が
、
は
た

し

て
、
蘭
山

の
手

に
な
る
も

の
か
に

つ
い
て
は
、
「
衆
芳
軒
蔵
書
記
」
の
印

が
あ

る
こ
と
、

ま
た
、

用
紙

の
柱
下
方

に
、

「
衆
芳
軒
蔵

」

と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と

(「
衆
芳
軒

」
は
、
蘭
山

が
京

で
講
義

を
行

っ
た
住
居

の
名
前

で
あ
る
)
、
後
述

す
る
が
、
そ

の
記
載
内
容

が
、
『啓
蒙
』
と
よ
く

一
致
す

る
こ
と

か
ら

み
て
、
蘭

山
自
筆
稿
本

と
み
な
し
て
よ
い
と
思

わ
れ

る
。

た
だ
し
、
題
籏

は
、
後
人

の
手

に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ

る
。
巻
七
は
、
木
部

が
ほ
と

ん
ど

で
あ

る
の
に
単

に
完
と
記
さ
れ
る

の
み

で
あ
り
、
巻
十

は
、
虫

。

鱗

・
禽

・
獣
部

よ
り
成

る
が
、
獣
類
と
だ
け
あ
る
。

つ
ま
り
、
内
容

と
題
簸

の

記
述
が
、
よ
く

一
致
し

て
お
ら
ず
、
題
籏

は
後
人

の
手

に
よ
る
と
考

え
る
わ
け

で
あ
る
。

全
体
が
イ

ロ
ハ
順
に
並
ぶ
と

い

っ
て
も
、
頭
文
字

に

つ
い
て
の
み
で
あ

り
、

そ
れ
も
、
巻

一
で
は
、

ロ
の
後

に

一
部
、

イ
が
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
い
た
り
、
巻
十

で
は
、

ト

・
ヲ

・
ア

・
カ

・
ウ

・
ヤ

・
コ

・
キ

・
シ

・
ア

・
ヒ
と
な

っ
て
お

り
、

正
確

な
順
で
は
な
い
。

た
だ
し
、
各
巻
ご
と

に
、
イ

ロ
ハ
別
に
、
柱
が
黒
く
塗
り
分
け
ら
れ

て
お
り
、

イ
か
ら

ロ

へ
移

る
際
、

空
欄

が
あ
り
、

ロ
は
次

の
丁

の
最
初

の
部
分

か
ら
始

ま

っ
て
い
る
。

こ
れ

は
、
各
巻
、

イ

ロ
ハ
別

に
同
様
な
形
式
と
な

っ
て
お
り
、

お

そ
ら
く
、
各
頭
文
字
ご
と

に
部
門
を
た

て
、
ど
ん
ど
ん
語
彙
を
書
き
加
え

て

い

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
植
物
関
係

の
イ
の
部

で
も
、
前
半

に
草
部
、

後
半

に
菜

・
穀
部
が
多
く
集
め
ら
れ

て
お
り
、
そ

の
草

部

の
中

で
も
、

同
じ
地

名

の
も

の
が
並

べ
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
蘭
山

が
、
手
控

え
と
し
て
、
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記
入
し

て
い

っ
た
可
能
性

が
あ

る
よ
う

に
思
う
。
欄
外

に
書
き

こ
み
が
あ

っ
た

り
、
同

じ
語
が
何
度
か
登
場
す

る
点
か
ら
も
、
蘭
山
が
、
本

草
研
究

の
た
め
、

機
会

あ
る
ご
と
に
、
語
彙
を
記
入
し

て
い

っ
た
備
忘
録

の
色
彩
が
強

い
よ
う

で

あ
る
。
記
載
内
容

に

つ
い
て
は
、

一
つ
の
欄

に

つ
き
、
左

の
形
式

で
載

せ
ら
れ

て
い

る
。[
園

(巻
一

三
丁
オ
)

見
出
し
語

は
、
ほ
と
ん
ど
が
、
方
言

語
彙

で
、
そ
の
下

に
、
そ
れ
が
分
類
上
、

所
属
す

る
植
物
名

(『
啓
蒙
』
の
見
出

し
語
)
と
、
方
言

の
使

用
地
域

が
示

さ
れ

て
い
る
。
地
域
名

の
代
わ
り
に
、
引

用
さ
れ
た
出
典
名

(和
名
紗

・
延
喜
式

・

日
本
紀

・
大
和
本
草
等
)
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
加

え
て
、

そ
の
事

物

に
対
し

て
の
解

説
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。

収
録
地
域
は
、
「
石
克

球
」
、
「
ハ
ッ
パ

ン
ク
ト

西

エ
ゾ
」
と
、
全
国

に
渡

り
、
示
す
範
囲
も
、

「
イ
チ
ブ

阿
州
」
か

ら
、
「
犬

ヶ
イ
ト
ゥ

豫

ノ
吉
田
」

ま

で
、
『
啓
蒙
」
同
様
、
広
狭

さ
ま
ざ
ま

で
あ

る
。
「
隠
居

ノ
メ
ダ

マ

金
沢
児

語
」

と
い

っ
た
記
載
も

み
え
る
。

巻

一
～
十

ま

で
の
全
収
録
語
彙
数
、

一
万
三
千
語
あ
ま
り
。

こ
の
う
ち
、

地

名
表
示

の
あ

る
方
言
語
彙

は
、
約
九
千
語
。
実

に
七
割
近

く
が
、
方
言
語
彙

な

の

で
あ
る
。

『
啓
蒙
』

の
全
収
録
語
彙
は
、
約

一
万
二
千
語
。

こ
の
う
ち
、
約
半
分

の
五

千
語
あ

ま
り
が
、
方
言
語
彙

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
『
啓
蒙
」

に
は
、
『
伊
呂
波
』

に
な

い
、
水

・
火

・
金
石

・
土

・
服
器

・
人
部
を
含

ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
を
除

外
す

る
と
、
『
啓
蒙
」
の
収
録
語
彙
、
約
九
千
語
。
こ
の
う
ち

の
約
半

分
、
四
千

六
百
語
あ
ま
り
が
方

言
語
彙

で
あ
る
。
対
す

る
に
、
『
伊
呂
波
』
は
、
全
収
録
語

彙
、

一
万
三
千
語
あ
ま
り
。

そ
の
う
ち
、
方

ぎ
語
彙

は
、
七
割

の
、
約
九
千
語

ほ
ど

に
も
な
り
、
『
伊
呂
波
』

の
語
彙

の
膨
大

さ
、
特

に
、
方
言

語
彙

の
豊
富

さ

が
理
解
さ
れ
る
こ
と
と
思

う
。

さ
ら

に
、
『
伊
呂
波
」
が
貴
重
な
資
料

で
あ
る

こ
と
は
、
そ
の
地
名
表
示

の
細

か
さ
に
あ
る
。

例

と
し

て
、
巻

一
の
三
丁
表

の
部
分
を
あ
げ

る
。

〈表

1
>

は
、
『
伊
呂
波
』

巻

一
の
三
丁
表

の
部
分
と
、

そ
れ

に
対
応
す

る

『
啓
蒙
』

の
該
当
箇
所
を
あ

わ

せ
て
並

べ
た
も

の
で
あ

る
。

例

え
ば
、
『
伊
呂
波
』
ヒ
段
最
初

の
語
、
「
イ
ナ
グ

サ

奪
麻

有
馬
」
は
、

『
啓
蒙
』
で
は
、
「
暮
麻

ユ
ナ
グ

サ

囁
州
」
と
な

っ
て
お
り
、
上
段
七
番
目
、

「
イ
ト

ロ
ヘ
イ

牛
膝
」
は
、
『啓
蒙
』

で
は
、
「
牛
膝
」
は
あ
る
も
の
の
、
「
イ

ト

ロ
ヘ
イ
」

は
収
録
さ
れ

て
い
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。

〈
表

1
>
よ
り
、
『
伊
呂
波
」
と

『
啓
蒙
』

の
記
載

が
よ
く
対
応

し

て
い
る

こ

と
が
わ
か

る
。
む
し
ろ
、
地
名
表
示

に
お

い
て
は
、
『
伊
呂
波
』
の
方

が
、
詳
細

で
あ
る
。
「
撮
津
」
に
対

し
て

「有

馬
」、

「讃

州
」

に
対

し

「高
松
」
、

「豊
前
」

に
対
し

「中
津
」
と
な

っ
て
い
る
。
『
伊
呂
波
』
と

『
啓
蒙

』
は
無
関
係

で
な
く
、

『伊

呂
波
』

を
下
敷

に

『啓
蒙
』

が
著

さ
れ
た
感

じ
を
受

け
る
。

そ

こ
で
、
巻

一
の
最
初

か
ら
五

丁
分
、

一
八
五
語
を
、
『啓
蒙
』
と

つ
き
あ

わ

せ
て
み
た
。

対
応

の
形

か
ら
、
次

の
六

つ
に
分
類
し

た
。

(
A
)
『
伊
呂
波
』
、
『啓
蒙
』
と
も
に
名
称
、
地
名
表

示
が
あ
る
が
、
『
伊
呂
波
』

の
方

が
、

よ
り
詳
し

い
地
名
表
示

の
も

の
q

(
B
)
『
伊
呂
波
』
、
『啓
蒙
」
と
も

に
名
称
は
あ
る
が
、
地
名

は

『
伊
呂
波
』
に

の
み
あ
る
も

の
。

(C
)
『
伊
呂
波
』

に
の
み
、
名
称

と
地

名
が
あ
り
、

『啓
蒙
』

に
は
対
応
す

る

記
載
が
な
い

も

の
、
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<表1>

(本
草
綱
目
啓
蒙
)

蒜
麻

ユ
ナ
グ

サ

橘
州

商

麻

阿
州

ニ
テ

イ

チ
ブ

ト
云

天
名
精

イ

ノ
シ
リ
ク

サ

古
名

天
名
精

イ

ヌ
ノ
シ
リ古
名

稀
叢

イ

シ
モ
チ

勢

州

牛
膝

イ

ノ
コ
ヅ
チ

延
喜

式

牛
膝

龍
葵

イ

ヌ
ホ
ウ
ヅ
キ
龍
珠

龍
葵

イ

ヌ
ホ
ウ
ヅ
キ

苦
職
花

草量
歴

イ

ヌ
ナ
ヅ

ナ

(伊
呂
波
別
動
植
物
名
彙

第

巻

三
丁
表
)

イ
ナ
グ

サ

奪
麻有
馬

イ

チ
ブ

商

麻

・

阿
州

イ

ノ
シ
リ

ク
サ天
名
精

イ

ヌ

ノ

シ
り

同

類

イ

シ

モ
チ

稀
蒼勢
州

イ

ノ

コ
ヅ

チ

牛
延膝

 

イ

ト

ロ

ヘ
イ

牛

膝

イ

ヌ
ホ

ウ
ヅ
キ

龍
葵

龍
珠

倭

惑

イ

ヌ
ホ

ウ
ヅ
キ

苦
職姫
路

イ

ヌ
ナ
ヅ

ナ

茸

歴

イ

ラ
グ

サ

薄
麻北
山

イ

ト

ロ

ベ

蒼
耳

牛
膝

播

作
口
□

イ

ノ

ジ

リ

天
名
精

イ

ノ
シ
リ

勢

州

飛
口

犬

ノ

シ
リ
ク
サ

同

イ

ヨ

ヨ

シ

兼

イ

ノ

ク

ツ

チ

牛
和膝
名

 

イ
ノ
ホ
ウ
ヅ
キ

龍
葵高
松

イ

ヌ
ゴ

シ

ャ
ウ

同中
津

イ

ヌ
ノ

ナ

ン
バ

ン

白
英北
国

イ
ノ

コ
草

狗
尾
草

(本
草
綱
目
啓
蒙
)

蒜
草

イ

ラ
グ

サ

鬼
針
草

播

州イ
ト

ロ
ベ
ト

モ
云

天
名

精

イ
ノ
ジ
リ

勢
州

天
名
精

兼牛

膝

イ
ノ
ク
ヅ

チ

＼

和
名
砂

龍
葵

イ
ノ
ホ
ウ
ヅ
キ
讃
州

龍
葵

イ

ヌ
ゴ

セ
ウ豊
前

白
英

イ

ヌ
ノ
ナ

ン
バ

ン

北
国

狗

尾
草

イ
ノ

コ
グ

サ

長
崎
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(
D
)
『
伊
呂
波
』

に
名
称

の
み
あ
り
、
『
啓
蒙
」

に
は
対
応

す
る
も
の
が
全

く

な

い
も

の
。

(
E
)
『伊

呂
波
』
と

『
啓
蒙
』
が
き
れ

い
に
対
応
す
る
も

の
。
(例
え
ば
、
『
伊

呂
波
』

に
名
称

の
み
あ
れ
ば
、

『啓
蒙
」
も
名
称

の
み
で
あ

り
、
『
伊
呂
波
』

に
名
称
と
地
名
が
あ
れ
ば
、
『
啓
蒙
』
に
も
、
同

じ
名
称
と
地
名
が
あ

る
も

の

を
指
す
)

(F
)
『
伊
呂
波
』
、
『
啓
蒙
』

と
も

に
名
称

は
あ

る
が
、
地
名
や
出
典

は
、
『
啓

蒙
』

に
の
み
あ
る
も
の
。

整
理
す
る
と
、
〈表

2
>
の
よ
う
に
な

る
。
○

は
そ
の
表
示
が
あ
る

こ
と
、
◎

は
、

よ
り
詳

し
い
表
示
を
意
味
す

る
。
下
段

の
数
字
は
、

一
八
五
語
を
分

類
し

た
数

で
あ
る
。

対
象
と

し
た
も

の
は
、
『伊

呂
波
』
の
見
出

し
語

で
あ
り
、
『
伊
呂
波
』
に

「
イ

ワ
ウ
ゼ
リ
驕
糊
」
、
『啓
蒙
』
に
は
、
「前
胡
」
し
か
記
載

の
な
い
場
合

は
、
『
伊
呂

波
』
の
見
出
し
語
、
「
イ

ワ
ウ
ゼ
リ
」
に
対
応
す

る

『
啓
蒙
』

の
記
載

が
な
い
と

し
て
、

こ
の
場
合

は
、

(
C
)

に
分
類
し
た
。

(
A
)
31
語

(

)
は

『
啓
蒙

』

の
地
名

犬

ノ
尾

黒
川

(防
州
)

・
イ

ヌ
ヨ
モ
ギ

南
都

(和
州
)

・
犬

ケ
イ
ト
ウ

豫

ノ
吉
田

(豫
州
)

・
イ

ワ
ダ

ラ

小
千
谷

(越
後
)

・
イ
ナ
グ

サ

有

馬

(囁

州
)

・
イ
ノ
ホ
ウ
ヅ
キ

高
松

(讃
州
)

・
イ
ヌ
ゴ

シ
ヤ
ウ

中
津

(豊
前
)

・

イ

ヌ
コ

ロ
く

佐
賀

(
肥
前
)

・
イ
ヌ
サ
ド

佐
伯

(豊
後
)

・
イ

ナ
ゴ

サ

シ

東
城

(備
後
)

・
イ
ト
カ
ヅ

ラ

江
州

大
本

ミ
ノ
上
野
呼
(
江
州
)

・

イ
ト

ロ
ベ

三

ヶ
月

(播
州
)

・
イ
タ
チ
ノ
足

津

(勢
州
)

・
イ
ギ

ン
ド
ウ

萩

(長
州
)

・
イ
ボ
ト
リ
ク
サ

越

福
井

(越

前
)

・
イ

ヌ
ガ

ン
ピ

三

ヶ
月

(播
州
)

・
イ

ワ
ナ

勢

岸
和
田

(勢
州
)

・
イ
ト

ラ
ン

薩

久
居

2><表

 

花
戸

?

(薩
)

・
イ
ヌ
カ
ゴ

大
田
原
村

(播
州
)

・
イ

ヌ
ゴ
ボ

ウ

羽
根
浦

(土
州
)

・
イ
シ
バ
サ
ミ

桑
名

(勢
州
)

・
イ

ヌ
シ
ン
ザ
イ

東
城

(備

後
)

・
イ
ボ
ラ

ン

羽
根
浦

(土
州
)
・
岩

マ
ツ

豫

讃

勢
呼

野
州
上
吉

田

(勢

州
)

・
岩

カ
ヅ

ラ

上
野
イ

カ
ホ

(上

野
)

・
イ
テ
ウ
草

因

(伯

州
)

・
イ
ミ
リ
グ

サ

佐
伯

(豊
前

・
豊
後

)

・
イ

ラ
ゝ

筑
前

長

ノ
宇
部

(筑
前
)

・
イ
モ
ジ

和
名

京
呼

(和
名
紗
)

・
イ

シ
モ
チ

大
田
原
村

(播

州
)

・
イ

ヌ

ヘ
ド
グ
サ

東

城

(
備
後
)

(
B
)
9
語

イ
ヌ
ホ
ウ
ズ
キ

姫
路

・
イ
ラ
グ

サ

北
山

・
イ
タ

ビ

大
本

(大
和
本
草
か

?
)

・
犬

ノ
チ

ン
ポ

江

ノ
追
分

・
岩
石
解

有
馬

・
岩

ス
ダ

レ

久
留
米
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豊
前

・
イ

ヌ
ウ
ド

高
尾

・
イ
カ
リ
サ
ウ

高
知

・
岩

マ
メ

丸
亀

大

田
原

村
(
C

)

33

語

イ

ソ
ガ

キ

仙
台

越

後

・
イ

ワ
ウ

ニ

ン
ジ

ン

佐

州

・
イ

ワ

ナ

デ

シ

コ

三

ヶ
月

・
イ

ワ
ウ

ゼ

リ

佐

州

・
イ

ソ
セ

ン

高

知

羽

根

浦

・
犬

ア
ザ

ミ

但

州

吉

井

村

・
イ

ト

ロ

ヘ
イ

備

前

・
イ

ヌ
ホ

ウ

ヅ

キ

倭

?

・
イ

ヌ

フ
ジ

三

ヶ
月

・
イ

ヅ

ノ

ソ

尾

鷲

・
イ

ト
ゾ

メ

西

大

寺

・
イ

ソ
ガ

キ

伯

ノ
米

子

・
イ

ヌ

ノ

マ
メ

筑

前

・
イ

ギ

下

松

・
岩

ザ

ク

ラ

甲

州

・
イ

ハ
イ

グ

サ

桑

名

・
イ

モ

ハ
ク

リ

薩

・
岩

セ

ウ
ブ

菰

□

・
岩

ス
ゲ

三

ヶ
月

・
イ

チ

リ

ン
草

讃

・
イ

バ

ラ

タ

ウ
ガ

ラ

シ

江

・
イ

ッ

ト

ロ
ベ

赤
穂

・
イ

ヌ

ノ

コ

イ

ワ

ヲ

筑

後

・
岩

ハ
ギ

橘

村

・
イ

ヌ

ノ

チ

ン
ポ

江

・
岩

石

斜

姫

路

。

イ

ト

ハ
ギ

金

沢

・
岩

芭

蕉

高

知

・
イ

ソ
ザ

ワ

ラ

九

州

・
イ

ソ
ザ

ワ
ラ

九

州

・
イ

ビ

ラ

臼

杵

?

豊

前

・
イ

ハ
タ

カ

ナ

薩

・
イ

コ

マ

八
丈

(
D
)

26
語

岩

ギ

ク

・
イ

ソ
ガ

ン
ピ

・
因

仁

草

・
イ

ヌ

ヒ
リ

ク

サ

・
犬

ノ

シ
リ

ク

サ

・
イ

ヨ

ヨ
シ

・
イ

タ

チ
グ

サ

・
イ

ワ

シ
ボ

ネ

・
イ

ゲ
花

・

一
郎

兵

衛

コ

ロ
シ

・
イ

ヌ
チ

ヨ

ロ
ギ

・
岩

ラ

ン

・

一
本

草

・
伊

吹

コ
ゝ

・
イ

ヌ

サ

イ

ギ

・
岩

シ

バ

・
岩

ラ

ン

・
イ

ハ
シ

ヤ

ウ
ガ

・
イ

ハ
ヂ

サ

・

一
夏
草

・
イ

ハ
タ

バ

コ

・
イ

ト
ゴ

ケ

・
イ

ヌ
ア

カ

ザ

・
イ

ヌ

チ

サ

・
イ

シ

モ
チ

草

・

一
本

草

(
E
)

74
語

ー

イ

ン
ゲ

ン
サ

ゝ
ゲ

佐

州

・
イ

ノ
ミ

佐

州

・
イ

ト

ア

ヲ
サ

佐

州

・
イ

モ
ゴ

佐

州

・
イ

ワ

ン

タ
イ

ラ

佐

州

・
イ

タ

チ

ノ
ヒ

ト

モ

ト

ク

サ

佐

州

・
イ

チ

ブ

阿

州

・
イ

シ

モ

チ

勢

州

・
イ

ト

ロ
ベ

播

州

・
イ

ノ
ジ

リ

勢

州

・
イ

ヌ

ノ

ナ

ン

バ

ン

北

国

・
イ

ノ
ジ

ア

ハ

水

戸

・
医

者

ダ

オ

シ

肥

後

・
イ

カ

シ
キ

泉

州

・
イ

ヌ

ツ

ゞ

ラ

熊

野

・
イ

シ
ク

サ

リ

越

後

・
イ

タ

く

ク

サ

加

州

・
イ

バ

ラ
ボ

タ

ン

播

州

・
イ

ヌ

ツ

ゝ
ジ

仙

台

・

一
夜

ニ

ョ

ロ
リ

今

治

・
イ

ッ

ト
キ

バ

ナ

周
防

・
岩

ダ

ラ

越

後

・
イ

ヌ

ス

イ

バ

伯

州

.
イ

テ

ウ

シ

ノ
プ

阿

州

・
イ

シ

シ
ダ

駿

・
イ

ワ

マ
キ

丹

・

一
里

グ

サ

津

軽

・
イ

ド

バ

ス

和

泉

・
イ

モ

カ
ゴ

三
州

・
イ

セ

ン

ド

能

州

・
イ

ノ

コ
ヅ

チ

延

喜

式

・
イ

ノ

ク

ツ
チ

和

名

鋤

・
イ

タ

チ
グ

サ

延

喜

式

・
イ

タ

ミ

日
本

紀

・
イ

フ

ス

和

名

紗

・
イ

ホ

ス
キ

延

喜

式

・
イ

ヲ

ツ
キ

延
喜

式

・

イ

ヌ

ヱ

和

名

妙

・
イ

ヌ

ア

ラ

ゝ
ギ

延

喜

式

・
猪

舌

万

葉

抄

・
イ

キ

ク

サ

和

名

妙

・
イ

モ
ガ

ラ

和

名

妙

・
イ

シ

ミ
カ

バ

・
イ

シ

ミ
ガ

ハ

・
イ

ハ
ヤ

ギ

ク

・
イ

ノ

シ
リ

ク

サ

・
イ

ヌ

ナ
ヅ

ナ

・
隠

元

ナ

・
イ

ヌ
タ

デ

・
イ

ヌ
タ

デ

・
イ

ヌ

イ

タ

ド

リ

・
イ

ヌ

タ
ブ

・
イ

ラ
グ

サ

"
イ

ラ
く

・
イ

ビ

ツ
イ

バ

ラ

・
イ

ボ

ク

サ

・
イ

チ

ハ

ッ

・
イ

ヌ
カ

ウ
ジ

ュ

・
イ

ヨ
カ

ズ

ラ

・
イ

ヌ
ウ

ド

・
イ

カ

リ

ソ

ウ

・
イ

ハ

マ
メ

・
イ

ハ
ド
グ

サ

・
イ

チ

ヤ
グ

サ

・
イ

ツ

マ

テ
ク

サ

・
イ

ノ

モ
ト

グ

サ

・
イ

ロ

ヘ

ロ

・
イ

ト

ス
ゲ

・
イ

シ
イ

モ

・
イ

モ

・
イ

ヌ
ビ

ユ

。
イ

テ

ウ

ガ

タ

・
イ

ッ
モ

ナ

(
F
)

11
語

(

)

は

『
啓

蒙
』

の
表

示

イ

ナ

テ

ク

サ

(古

歌

ノ
名

)

・
イ

ヌ

ノ

シ
リ

(古

名

)

・
イ

ッ

マ
デ
グ

サ

(古

名

)

・
イ

チ

シ

ノ
花

(古

歌

)

・
イ

ハ
ク

ス
リ

(
和
名

紗
)

・
イ

チ

シ

(古

歌

)

・
イ

ツ

モ

ノ

ハ
ナ

(古

歌

)

・
イ

ハ
カ

シ

バ

(古

名

)

・
イ

ヱ

ツ
イ

モ

(和

名

砂

)

・
イ

ノ

コ
草

(長
崎

)

・
イ

シ

モ
チ
草

(播

州

)

右

の
資
料
よ
り
、
『
伊
呂
波
』
と

『
啓
蒙
』
の
関
係

の
深
さ
が
、
読
み
と
れ

る
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よ
う
に
思

う
。
両
者

の
記
載
が
、
全
く

一
致
す
る
も

の
は
、
(
E
)
の
74
語
。
こ

の
中

に
は
、
水
戸
、
今
治
と

い

っ
た
狭

い
地
域
名

の
語
も
含
ま
れ

て
い
る
。

さ

ら
に
、
『
伊
呂
波
』

の
方
が
詳
し

い
地

名
表

示

の
、

(
A
)

31
語
を
加

え
る
と
、

鵬
語
。
全
鰯
語

の
半
分
以
上
と
な
り
、

単
な
る
偶
然

の

一
致

と
は
思

え
な

い
。

蘭
山

は
、
『
啓
蒙
』
著
述

に
あ
た
り
、
日
頃
、
手
控

え
と
し

て
記
録

し

て
い
た

『伊
呂
波
』
を
利
用
し
た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
、
逆

に
、
『伊

呂
波
』
が
、
蘭
山
自
筆
稿
本

で
あ
る

こ
と

の
内
部

証
拠

と
言
え
る
よ
う
に
も
思

う
。さ
ら
に
、
『
啓
蒙
』
に
名
称
し
か
な

い
も

の
、
ま
た
は
、
記
載

の
な
い
も

の
は
、

(
B
)
～

(D
)
の
68
語

も
あ

り
、
%
以
上

に
な
る
。
こ
の
う
ち
、
(
B
)
、
(
C
)

の
42
語

は
、
『
啓
蒙
』

に
も
収
録
さ
れ

て
い
な

い
方
言

語
彙

で
あ
り
、
蘭
山

が
、

単

に
収
録
か
ら
も
ら
し
た
も

の
な
ら
ば
、
貴
重
な
方
言
資
料

と
い
え
よ
う
。

逆

に
、
『
啓
蒙
』

の
方
が
、
地
名

・
出
典
等

で
詳

し
い
も

の
は
、

(
F
)

の
11

語

に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
も
、
ほ
と
ん
ど
が
、
「
古
名
」
、

「古
歌
」

の
類

で
あ
る
。

前
述
し

た
よ
う

に
、
『伊

呂
波
』
は
、
イ

ロ

ハ
の
語

の
項

目
ご
と
に
欄
を
分

け

て
あ

る
。
各
頭
文
字

の
項
は
、
必
ず
、

丁

の
最
初

か
ら
始

め
ら
れ

て
い
る
。

お

そ
ら
く
、

イ

ロ
ハ
各
文
字
ご
と

に
欄
を
分
け

て
お
き
、
書
物

や
、
弟

子
や
、
採

薬
旅
行
か
ら
、
語
彙
が
得
ら
れ
る
た
び
ご
と

に
、

ち

ょ
う
ど
我

々
が
カ
ー
ド
を

取

る
よ
う

に
、
抜
き
書
き
し

て
い

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

同
じ
地
名

(濃

武
儀
郡

・
濃

加
茂

郡

・
濃

厚

尺
郡

・
濃

恵
那
郡
等

と
並
ぶ
)

が
続
け

て
並

べ
ら
れ
る
点

や
、

(
A
)

の
語
群

に
み
ら
れ
る
、

黒
川

(防
州
)

・
豫

ノ
吉
田

(豫
州
)
、
大
田
原
村

(播
州
)
と
い

っ
た
詳
細
な
地
名

表
示
が
あ
る
点
か
ら
も
そ
れ
が
、

う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
、
巻
九

魚
類

の
四

一
丁
表

に
は
、
次

の
よ
う
な
記
載
も
あ

る
。

百
万
歳

万
歳

ギ

ヨ

万
歳
ダ

イ

紀

寛
政
三
亥
年
捕

百
万
鯛

天
明

三
卯
十

二
月
廿
四

日

土
州
西
濱

さ
ら
に
、
巻
十

の
獣
類
、
九
丁
表

に
は
、

ウ
ミ

ヲ
ソ

明
和
七
年
寅
六
月
十
七

日
□
口

雲
州
神
門
郡
杵
築

捕

ウ
ミ

ヲ
ソ

宝
暦
九
卯
正
月
十
七

日
上

加
州
大
野
捕

同

延
享
戊
辰

三
月
捕

越
後

こ
の
よ
う
に
、
日
付
と
場
所
を
記
し
た
り
、
「
捕
」
の
表
現
箇
所
か
ら
、
蘭
山

自
身

が
、
採
薬
旅
行
等

の
際
、
実
際

に
観
察
し
た
り
、
収
集
し
た
事

物

の
方

言

語
彙
を
収
載
し

て
い
た

こ
と

が
、
想
像
さ
れ
る
。

『
伊
呂
波
』
の
全
語
彙
、
約

一
万

三
千
語

は
、
『啓
蒙
』

の
全

語
彙
、
約

一
万

二
千
語

よ
り
、
勝

っ
て
は

い
る
も

の
の
、
『
啓
蒙
』
の
語
を
す

べ
て
収
め

て
い
る

わ
け
で
は
な

い
。
魚
類
、
獣
類

は
、
『啓
蒙
』

の
方

が
、
充
実
し

て
い
る
部
分
も

あ

る

(例

え
ば
、
『
伊
呂
波
』
の
魚
類

に
は
、
地
名
表
示
が
あ
ま
り
多
く
な

い
)
。

し

か
し
、
『
啓
蒙
』
編
纂

に
あ
た
り
、
『
伊
呂
波
』
が
参
考

に
さ
れ
た

の
で
あ

ろ
う
こ
と
は
、
両
者

の
関
係

の
深
さ
か
ら
み

て
、
明

ら
か

で
あ

ろ
う
。
そ
し

て
、

『
伊
呂
波
』

に
は
、
『
啓
蒙
』

よ
り
も
詳
し

い
地
名
表
記
が
な
さ
れ

て
い
た
り
、

『啓
蒙
』
未
収
録

の
多
数

の
方
言
語
彙
を
含
む

こ
と
は
、
近
世

の
方
言
資
料
と

し
て
、
貴
重
な
も

の
で
あ

る
と
判
断
し

て
よ
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。

以
上

は
、
主
と
し

て
、
方
言
語
彙
と
地
名
表
示

に
関
し

て
、
考
察

し

て
き
た

も

の
で
あ

る
が
、
『
伊
呂
波
』
に
は
、

こ
の
他
、
出
典

を
明
記
し
た
語
彙
も
、
か

な

り
、
存
在
す

る
。
『
啓
蒙
』
同
様
、
「延
喜

式

・
和
名
砂

・
大
和
本
草
」
等
は
、

数
多
く

み
ら
れ

る
。

が
、

こ
の
他

に
、

「
女
重
宝
記

・
安
南
国
漂
流

記

.
北
越

志

・
木
曽
志

・
伊
豆
海
島
風
土
記

・
無
人
島
漂
流
記
」
等

の
名
が
記
さ
れ

て
い

る
。

こ
れ
ら

は
、
『
啓
蒙
』

の
中

の
引
用

表

示

の
中

に
な

い
書

で
あ
る
。
こ
う

し
た
出
典
名

に
注
目
す
る

こ
と

に
よ
り
、
蘭

山
が

『
啓
蒙
』
著

述
に
あ
た
り
、

ど

の
よ
う
な
書
を
参
考

に
し
、
引
用
し
た
か
が
、
確

認

で
き
る
と
思

わ
れ
る
。
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引
用

に
関
し

て
は
、
第
三
章

の
初
め

で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
蘭
山

は
、
『
物
類

称
呼
』
を
引
い
た
の
か
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
次
章

で
は
、
そ
れ
を
取
り
上
げ

る
。

五
、
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
と

『
物
類
称
呼
』

『啓
蒙
』
に
は
、
『物
類
称
呼
』

(以
下
、
『
物
類
』
と
略
す
)
引

用
を

し
め
す

表
示

は
な

い
。
そ

の
た
め
、
『
物
類
』
を
引
用
し
た
か
ど
う
か
、
問
題
と
な

っ
て

い
る
。
東
條
操
氏
鴫

h
後

に
小
野
蘭
山

の
本
草
綱
目
啓
蒙

の
如
き
、
全
国

の
方
言
を

掲
記

し
た
も

の
が
あ
る
が

(そ

の
方
言

も
物
類
称
呼
を
踏
襲

し
た
も

の
が
過
半

で
あ
る
)
」
と
さ
れ
た
り
、
「
本
草
綱
目
啓
蒙

に
は
方
言

の
記
載
極

め

て
多

く
、
よ

く
学
者

に
引
用
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
物
類
称
呼
と

一
致
す

る
例
が

多
く
、
恐
ら
く

は
本
書

(物
類

称
呼

の

こ
と

筆
者
注
)
を
原
拠
と
し

て
補
訂

を
加

え
た
も

の
か
と
思
う
。
例

え
ば
、
魚
狗

(中
略
)
を
本
書
巻

二
の
魚
狗

の

条
と
対
照
す
る
と
決
し

て
単
な
る
偶
合

と
思

え
な
い
。
杜
父
魚
、
石
蒜
等
を
見

て
も
、
増
補
と
思
わ
れ
る
方

言
も
か
な
り
多

い
が
、
本
書
と

の

一
致
も
決
し

て

少
な
く
な

い
」
と
し
、
『
啓
蒙
』
は

『
物
類
』
を

か
な
り
引
用
し

て
い
る
と

み
て

お
ら
れ
る
よ
う

で
あ
る
。

引
用
文
中

の
魚

狗

の
後
の
中
略

は
、

『啓
蒙
」

の
魚
狗

の
項

の
引
用

で
あ
る

が
、
次

に
こ
の
魚
狗

に

つ
い
て
、

『物
類
』

と

『啓
蒙
』
を
比
較
し

て
み
た

い
。

注
⑧

『
物
類
称
呼
」

魚
狗

か

は
せ
み

茗

少

微
○
中
國

に

.
弾
ど
り
・

京
都
及
東
武

に

て

。
赫

は
せ
み
、
武
州

及
下
野

に

て

。
そ
な
、
奥
州
仙
墓

に
て

。
す
な
む
ぐ
り
、
出

羽
國

に
て

。
る
り
、

下
総

に

て

・
じ
よ
な
、
甲
斐

に
て

・
そ
び
な
、
駿
河
國

沼
津
邊

に

て

。
ゑ
び
と
り
、
加
州

に
て

。
む
ぐ
り
、
美
作
及
備
前

に
て

○
し

渕

に
、

伊

勢

及
出

雲

肥
州

四
國

に

て

。
し

や
う
び

(或
は
し
や
う
び
ん
共

い
ふ
)
薩
摩
國

に
て

。
ひ
す

い
と
稻

す
。
「か

は
せ
み
」
と

い
へ
る
は
深
山
そ

び
と
云
物
あ

る
に
野
し

て
の
名
な
り
。
薩
州

に
深
山

ひ
す

い
と
よ
ぶ
。
東

國

に
て
深
山
し
や
う
び

ん
共
ハ、
或

は
所

に
よ
り

て
は
水

乞
鳥

と
云
。

又
清
盛

な

ど

ゝ
異
名
す
。

其
故

は
此
鳥
飢
鍋
し

て
水
を
好

に
よ
り

て
名
付

と
云
リ
。

関

西

に

て
雨
乞
鳥

と
称
す

る
も
此
鳥

な

る

へ
し

〔藷
事
記

・
古
事
紀

・
日
本

紀
〕
と
も

に
翠
鳥
と
有

『
本
草
綱
目
啓
蒙
」

魚
狗

ソ
ビ

※

※

※

※

※

認

巌

※

ヒ
ス
イ
薩
州

ム
グ
リ
加
州

カ

ハ
シ
ヤ
ウ
ビ

ン
濃
州

古
事
紀
旧
事
紀

日
本
記
和
名
砂

ビ

ン
播
州

セ
ビ

ン
伯
州
雲
州

大
和
本
草

カ

ホ

ヨ
ド

リ

同
上

藻
塩
草

少
微
挨
嚢
抄

勢
川
雲
州
四
国

セ

ミ

カ

バ
セ

ミ
京

シ

ヨ

ニ
備
前
作
州

シ

ヤ

ウ

シ

ヨ

ニ

シ
ヤ
ウ

ニ
ン
播
州

ソ
ナ
仙
台

ス
ナ
ム
グ
リ

カ

ハ
キ
ジ

ジ

ヨ
ナ
下
総

ソ
ビ

ナ
甲
州

ル
リ
羽
州

ス
ド
リ
中
国
防
州

ヱ
ビ

ト

リ
共

二

同
上
駿
州
沼
津

共
ハ通
す
る
も

の
に
、
※
を
付

し
た
が
、

よ
く

一
致
す

る
も

の
が
多

い
よ
う
で

あ
る
。

注
ω

こ
の
問
題

に

つ
い
て
は
、
徳
川
氏

も
言

及
し
て
お
ら
れ

る
。
『物
類
』
と

『
啓

蒙
』

の

「
蠣
蛉
」
と

「
玉
蜀
黍
」

を
比
較

し
、
両
者
と
も

に
、
共
通
方
言
名
が

多

い
こ
と
を
示
し
た
上

で
、

「
両
書

の
時
代
関
係

か
ら

は
、
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』

が

『
物
類
称
呼
』

を
参
照
し
た

こ
と
を
想
像

さ
せ
る
。

し
か
し
、

そ
う
し

た
こ

と
も
あ

っ
た

で
あ
ろ
う
が
、
『本
草
綱
目
啓
蒙
』
が
参
考

に
し

た
先
駆
的
本
草
書

を

『
物
類
称
呼
』

が
参
考

に
し
た
可
能
性
も

あ
る
わ
け
で
、

さ
ら

に
検
討
す

べ
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き
点
が
あ
り
そ
う

で
あ
る
」

と
の
慎
重
な
態
度
を
示
さ
れ

て
い
る
。

引
用
さ
れ
た
例

の
う
ち
、

「狂
蜀
黍
」

の
例
を
あ
げ
る
。

『
物
類

称
呼
』

玉
蜀
黍

妙
ん
ば
ん
き
び
○
畿
内
に
て
瀞

ん
ば
ん
き
び
轟

子
き
び
と

※

阿

「

云
。
伊
勢

に
て

。
は
ち
ぼ
く
。
西
国
及
常

陸
、
或

は
越
前

に

て
*
た
う
き

び

陳
ー
う「

※

ー

と
云
。
東
国

に
て

。
た
う
も
ろ

こ
し

。
遠

州
に

て

。
な
ん
ば
ん
た
う

の
き
び

と
云
・
奥
州
よ
り
越
後
辺

に
て
*
謝

き
び
と
も
又
潮

し
き
び
と
も

い
ふ
・

奥

の
南
部

に
て
*
き
み
と
い
ふ

(此
所

に
て
は
常

の
黍
を

は
も

ろ
こ
し
と

い

ふ
)
備
前

に
て

。
さ

つ
ま
き
び

。
因
幡

に
て

。
た
か
き
び
と

い
ふ

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』

K
蜀
黍

ナ

ン
バ

ン

艸

ン
バ
ン
キ

ビ

艸

ン
バ
キ

ビ
播
州

艸

ハ
シ

ン
キ

ビ
竪

畔
ウ
モ

。
コ
シ
東
国

サ

ッ
マ
キ

ビ
備
前

艸
カ
キ
ビ
因
州

コ
ウ
ラ

イ
キ

ビ
讃
州

陣

ウ
キ
ビ
際

艸

ン
バ
ン
ト
ウ

ノ
キ
ビ
遠
州

艸

ハ
シ
キ
ビ

越
後

ト
ウ
キ
ミ
奥
州

慧

露

ハ
艸
ボ
ク
欝

プ

キ
ビ
覆

タ

マ
キ

ビこ
の
場
合
も
、
※

の

つ
く
共

通
名

が
多

そ
う
で
あ
る
。
『啓
蒙
』
は
、
『
物
類
』

を
引
用
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

注
⑨

杉
本
氏

は
、

こ
れ
に
反
対

に
立
場
を
と

る
。

「本
書

(『
啓
蒙
』

の
こ
と

筆

者
注
)

は
、
江
戸
時
代
最
大

の
全
国
方
言
辞
典
と

い
わ
れ
る

「物
類

称
呼
」

と

比
較
し

て
も
抜
群

に
方
、言
が
多

い
し

(参
考
文
献
中

に

「
物
類
称
呼
」

は
ほ
と

ん
ど
用

い
て
い
な

い
よ
う

で
あ
る
。
)
し
か
も
文
字

ど
お
り
北

は
北

海
道

よ
り

南

は
琉
球

ま
で
と
、

全
国
方
言
を
網
羅
し

て
す
ば
ら
し
い
景
観

で
あ

る
。

(中

略

)
植
物
採
集

と
同

じ
く
、
方
言

や
語
彙

の
採
集
も
ど
ん
な

に
時
間
と
苦

労

の

か
か
る

こ
と
か
。
体
験
し

た
も

の
の
み
が
知
る
苦
闘
な

の
だ
。
ま
し

て
、

本
書

が

「物
類
称
呼
」
を

〈原
拠
と
し

て
補
訂
を
加
え
た
も

の
か
と
思

ふ
〉
(東
條
操

解
説
)

と
い
う
見
解

は
、
本
末
転
倒
と

い

っ
て
も
い

い
く
ら
い

で
、
江
戸
時
代

の
本

草
学
と
方

言
研
究

の
関
連
を
無

視
し

た
考
察

と
も
評

す
る

こ
と
が

で
き

る
。
」
と
し

て
お
ら
れ

る
。

杉
本
氏

は
、
特

に
、
そ

の
具
体
的
な
根
拠
を
示
さ
れ

て
お
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

先

の

「
魚
狗
」
や

「
玉
蜀
黍
」

の
例
を
見
る
限
り

で
は
、
『
啓
蒙
』
は
、
『
物
類
』

を
引
用
し
た
か

の
よ
う
な
印
象
も
受

け
る
。
し

か
し
、
徳
川
氏
も
言
わ
れ

る
ご

と
く
、

両
書

が
、

同
じ
本
草
書
を
引
用
し

た
こ
と

に
よ

る

一
致

の
可
能
性
も
あ

る
。と

こ
ろ
が
、
『
伊
呂
波
』
の
出
典
名
注
記

に
着
目
す

る
こ
と

に
よ
り
、
こ
の
問

題

に
決
着
を

つ
け

る
こ
と
が

で
き

る
の
で
あ
る
。

『
伊

呂
波
』

の
出
典
名

に
注
意
し

て
み
る
と
、

イ

モ
シ
カ
ゴ
.欝

と
い

っ

た
よ
う

に
、
地
名

の
下

に

「
呼
」

の
表

示

の
あ
る
も
の
が
出

て
く
る
。
巻

…
～

六

ま
で
に
は
、
あ
ち

こ
ち

に
見
ら
れ
、
「
呼
」
と

つ
く
も
の
が
、
続

け
て
並

ぶ
こ

と
も
あ

る
。
ど
う
も
、

こ
の

「
呼
」
は
、
『
物
類
称
呼
』
の

「
呼
」
を
示
し

て
い

る
ら
し

い
。

そ

の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
巻

一
の
イ

の
項

で
、
「呼
」
が
付
さ
れ

て
.

い
る

一
八
例

に

つ
い

て
、
『啓
離蕎

、
『物
類
』
と

の
対
応

を
示
す
。
表

記
は

『
伊

呂
波
』
、

『物
類
』
、

『啓
蒙
』

の
順

で
あ

る
。

④
、

三
者

が
き
れ

い
に
対
応
す
る
も

の

六
例

・
イ
モ
シ
カ
ゴ

常
呼

(七
オ
)

常
陸

に
て

。
い
も
し
か
子

と
い
ふ

(物
類
巻

三
)

イ

モ
シ
カ
ゴ
常
州

(啓
蒙
巻

二
三
)
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・
イ

ヌ
ヒ
ヤ
ウ

相
呼

(七

オ
)

相
模

に
て

。
い
ぬ

ひ
や
う
と
云

(物
類
巻

三
)

イ
ヌ
ヒ
ヤ
ウ

相
州

(啓
蒙
巻
二
三
)

・
イ

ウ
レ
イ

バ
ナ

上
総

美
作

呼

(七
オ
)

上
総
或

は
美

作

に
て

。
い
う

れ
い
ば
な
及

ひ
が
ん
ば
な

(物
類
巻

三
)

ユ
ウ

レ
イ
バ
ナ

上
総

(啓
蒙

巻
九
)

・
イ
リ

コ

近
江
呼

(
七
オ
)

近
江

に
て

。
い
り
こ

(物
類
巻

四
)

イ

リ

コ

江
州

(啓
蒙
巻

二

一
)

・
イ

シ
く

妙
識
廓

(七

ウ
)

・
イ

シ
く

ダ
即
曜

(七

ウ
)

団
子

だ

ん
ご

。
伊
勢

に
て

。
を
ま
り
と

い
ふ
。

女
詞
に

「
い
し
い
し
」
と
云

(尾
州

に
て
は

ひ
ら
め

に
丸
き
を

「
い
し
い
し
」

と

い
ふ
)

(物
類
巻

四
)

ダ

ン
ゴ

ヲ

マ
リ
勢
州

イ

シ
イ

シ
女
言

(
啓
蒙

巻

一
二

)

②

『伊

呂
波
』
と

『
物
類
」

だ
け
が
対
応
す
る
も

の

一
二
例

・
イ
ト
カ
ズ

ラ

ミ
ノ
上
野
呼

(二
ウ
)

近

江
及
美
濃
、

或

は
上
野

に
て

。

た

ゝ
き
ぐ
さ
又
い
と
か
づ
ら
と
云

(物
類
巻

三
)

・
イ

ヌ
ウ
ド

惑
呼

?

(
三
ウ
)

京
嵐
山

に
も
有

。
し
し
う

ど
又
い
ぬ
う
ど

(物
類
巻
三
)

・
岩

マ
ツ

勢
呼

(
四
ウ
)

伊
勢

に

て

。
い
は
ま

つ
と
云

(物
類
巻
三
)

・
イ
モ
ジ

京
呼

(
五
オ
)

芋

ノ
茎

京

に
て

。
い
も
じ
と

い
ふ

(物
類
巻

三
)

・
イ

ン
ゲ

ン
マ
メ

京
呼

(
五
ウ
)

京

に
て

。
ゐ
ん
げ
ん
ま
め
と

い
ふ

(物
類

巻
三
)

.・
瓢
、

・
イ

ヌ
ヱ
ビ

京
呼

(六

オ
)

京

に
て

。
い
ぬ
ゑ
び

(
物
類
巻

三
)

・
イ
ケ

ノ
オ
モ
ダ

カ

白
子
呼

(七
オ
)

伊
勢

に
て

。
ど
ん
が
め
ぐ
さ
、
同
国

白

子
に
て

。
い
け
の
お
も
だ
か

(物
類
巻
三
)

・
イ
モ
ナ
ギ

加
呼

(七
オ
)

加
賀

に
て

。
い
も
な
ぎ

(物

類
巻
三
)

・
イ
バ
ナ

シ

京

江
州

呼

(七
オ
)

京
及
近
江

に

て

。
い
ば
な
し
と

い
ふ

(物
類
巻
三
)

・
イ

サ
ミ
踊
羽
呼

(七
オ
)

酒

さ
け

。
出

羽
に
て

。
い
さ
み
と
云

(物
類
巻

四
)

・
イ
リ
ゴ

メ
ヤ
繊
棚
吻

(七

オ
)

・
イ
リ
ゴ

メ
旋
醗
ゴ
メ
春

(七

オ
〉

越
州

に
て

。
い
り
こ
め
と
云

。
加
賀

に
て
春

は

。
い
り
こ
め

(物
類
巻

四
)

『伊
呂
波
』
で

「
呼
」
の

つ
く
項
目

は
、
必
ず
、
『
物
類
』
と
対
応
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、

一
八
例
中
、
六
例

は
、
『啓
蒙
』
と
も
き
れ
い
に

一
致

し
て
い
る
。
巻

一
の
七
丁
表

に
は
、
「
呼
」

の

つ
く
語
が
、
十
語
も
続

け

て
並
ぶ
の

で
あ
る
が
、

こ
れ
も
、
蘭
山

が
、
『物
類
』
の
中

か
ら
、
ま
と
め
て
、
抜
き
書
き
し
た
た
め

で

あ

ろ
う
。
ま

た
、
「
呼
」
の
表
示

は
、
巻
六

ま
で
に
は
、
け

っ
こ
う
出
現

し
て
い

る
。以
上
か
ら

み
て
、
蘭
山

が
、
『
物
類
』
を
見

て
い
る
こ
と
は
間
違

い
の
な
い
こ

と

で
あ
り
、
『
啓
蒙
』
と

の

一
致
例

か
ら
も
、

『物
類
』
を

『
啓
蒙
』
中

に
引
用

し
た
と
み

て
よ

い
と
思

わ
れ
る
。

蘭
山
が
、
も

っ
ぱ

ら
、
『
物
類
』
か
ら
多

く
を
引
用
し

た
と

ま
で
は
言
え
な

い

も

の
の
、
よ
く
参
考

に
し
、

『啓
蒙
』
中

に
、
引
用
し

た
こ
と

は
、
『
伊
呂
波
』

の

「
呼
」

の
表
示
に
よ

っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
と
思
う
。

六
、
終
わ

り
に
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小
野
蘭
山
自
筆
稿
本
と
考
え
ら
れ
る

『
伊
呂
波
別
動
植
物
名
彙
』

は
、
数
多

く

の
方
言
語
彙
を
収

録
し

て
い
る
。
同
じ
蘭

山
の

『本
草
綱
目
啓
蒙
』

に
も
、

多
量

の
方
言
語
彙
が
載

っ
て
い
る
が
、
『
伊
呂
波
別
動
植
物
名
彙
』
に
は
、
よ
り

詳
し

い
地
名
表

記
が
施

さ
れ
て
い
た
り
、
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
未
収
録

の
、
多
量

の
方
言
語
彙
を
含

ん

で
い
る
点

に
お
い
て
、
近
世
方
言
資
料
と
し

て
、
貴
重
な

も
の

で
あ
り
、
も

っ
と
注
目

さ
れ

て
よ
い
も

の
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、

そ
の
書

の
内
容
を
検
討
す

る
こ
と

に
よ
り
、
本
書
は
、
蘭
山

の
本

草
研
究

に
あ
た

っ
て
の
手
控
え
帳

で
あ

っ
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
書
物

か
ら

の
引
用
、
弟
子
か
ら

の
情
報
、
採
薬
旅
行

の
収
集

で
得

ら
れ
た
語
彙

を
絶

え
ず
、

書
き
と
め

る
も

の
で
あ

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
と
対
応

す
る
記
載

が
多

い

こ
と
か
ら
、
『
伊
呂
波

別
動
植
物
名
彙
』
を
検
討
す

る
こ
と

に
よ
り
、
『本
草
綱
目
啓
蒙
』
編
纂

の
事
情

(ど
ん
な
書
を
引

用
し
た
か
等
)

を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き

る
の
で
あ

る
。

今
後

は
、

こ
の

『伊

呂
波

別
動
植
物
名
彙
』

の
整
理
、
検
討

に
努
め
、
索
引

作

り
を

め
ざ

し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

社

昭
56
)

c
大
田
栄
太
郎

『郷
語
書
誌
稿
』
(国
書
刊
行
会

昭
58
)

d

「物
類
称
呼
」
(『
国
語
学
大
辞
典
』
東
京
堂
出
版

昭
55
)

e
島
田
勇
雄

「
一
、
学
術
用
語
」
(『講
座

国
語
史

三

語
彙
史
」
大
修
館
書
店

46
)

f

「本
草
綱
目
啓
蒙
」
(『国
語
学
研
究
事
典
』
明
治
書
院

昭
52
)

9
加
藤
正
信

「物
類
称
呼
」
(『国
語
学
研
究
事
典
』
明
治
書
院

昭
52
)

h
木
村
陽
二
郎

『江
戸
期
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
』
(朝
日
新
聞

昭
63
)

う1
上
野
益
三

『
日
本
博
物
学
史
』
(補
訂
版
)
(平
凡
社

昭
61
)

②

注
④

c
、
d

⑧

注
④

a
、
b

④

注
④

e

⑤

東
條
操

『方
言
と
方
言
学
』
(増
補
版

春
陽
堂

昭
19
)

『
方
言
学
の
話
』
(明
治
書
院

昭
32
)

⑥

吉
沢
義
則

『
校
本
物
類
称
呼

諸
国
方
言
索
引
』
(立
命
館
出
版

昭
8
)

⑦

徳
川
宗
賢

『
日
本
語
の
世
界

八

言
葉

・
西
と
東
』
(中
央
公
論
社

昭
56
)

⑧

注
ω

a
、
b

昭
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〔付
記
〕

論
文
執
筆

に
あ
た
り
、
『伊

呂
波

別
動
植
物
名
彙
』
の
閲
覧
、
並

び
に
複
写
を

御
許
可
下
さ

い
ま
し
た
武
田
科
学
振
興
財

団
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

あ
わ
せ

て
、
資
料

に

つ
い
て
、
御
教

示
い
た
だ
き

ま
し

た
迫
野
度
徳
先
生

に

も
感
謝

い
た
し
ま
す
。

〔注

〕

①

a
杉
本

つ
と
む

『本
草
綱
目
啓
蒙

本
文

研
究

索
引
」
(早
大
出
版
会

昭
47
)

b

『方
言
は
ど
う
探
究
さ
れ
た
か
』
(杉
本

つ
と
む
日
本
語
講
座

三

桜
楓


